
はじまりの哲学 要旨

伊吹浩一

本稿は、アノレチュセ）ノレの哲学を「はじまりの哲学J と位置付けた上

で、「はじまり j をめぐるアルチュセールの思索と実践の軌跡を、様々な

角度から検討していくこ左を目的にする。とりわけ、ラカンの精神分析

理論のアルチュセールに及ぼした影響に焦点を絞り、考察を進める。

精神分析はアノレチュセールの理論活動の「はじまり j の駆動力となり、

その後の理論活動全体を通じて大きな参照軸として据えられたが、そこ

におけるラカンからの影響は特筆に値する。それは同時に、精神分析は

臨床のために創出されたものではあっても、他の領域でも大きなカを発

揮する、驚異的に射程の広い理論であることを証している。

しかし、アルチュセールの理論はでその Iはじまり」しか示されず、

そこからの前進はなされなかった。それゆえ、本稿の目的はアルチュセ

ールが開いた端緒から、それを引き継ぎ、さらなる展開へと歩みを進め

ることである。とりわけアルチュセールが提起し、解明し切れなかった

イデオロギーに関する問題を再度精神分析理論に接合し、徹底的に究明

する企てを敢行する。

第一章では、理論活動において自明すぎ、るあまり見すごされてしまう

f読むJ という行為をめぐる考察である。アノレチュセールはこの「読む」

という行為にこだわった。なぜなら、ここに定佼しないかぎり、真の「は

じまり J はないからだ。そのとき模範となったのがラカンである。 ヤ ャ
」」

にアノレチュセールとラカン、マルクス主義と精神分析との出会いが実現

する。

1 



第二章は、アルチュセーノレのイデオロギー論についての考察である。

アルチュセールのイデオロギー論は多くの思想家に影響を与えることに

なったが、とりわけ Jイデオロギーは物質的な存在を持つJ というテー

ゼの中で示された、精神に対する身体的行為の優位性はこれまでのわれ

われの心身観を線底から覆すことになった。たしかにそうしたととは現

実には起とり得るが、しかしなぜ、起こるのか。これを解明するために、

アルチュセールがその「はじまり j のみに終始したイデオロギー論と精

神分析理論との接合を再度行い、さらなる前進を試みる。

第三章は、前主主で身体ー行為における行為の問題について考察したこと

を受けて、身体の問題へと重心を移す。行為のシニアイアン化によって

イデオロギーが主体に宿るにしても、なぜ精神ではなく身体在入口にす

るのか。これを解明するために再び精神分析理論に依拠し、さらにその

深部へと入り込む。とれは同時に、アルチュセールのイデオロギー論の

行き詰り、つまりイデオロギーの強靭さばかりが強調されることになっ

てしまったことの原因の解明にもつながる。

第四章は、アルチュセールの国家論について考察する。社会秩序の維

持には不可欠なのが法であるが、法がJ機能するために重要な役割を担う

のがイデオロギーである。さらに、社会構成体は日々生産と再生産を続

けねばみずからを維持させることができないが、とこでもまたイデオロ

ギーが重要な役割を果たす。生産活動は労働に従事し得る能力なしには

不可能であり、こうした能力を身につけさせるのがイデオロギー装置で

ある。そして資本主義体制が確立・維持されるためには、自由と平等と

いうイデオロギーが自明のものとしてあらねばならない。問題なのは、

人間は自由であるとされていても、実際は自由であるとは言い難い。こ

の自白のパラドックスに関してはアノレチュセールも気づいてはいたが、
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これが生じる原因については究明しなかった。それゆえ、アルチュセー

ルに代わり、との問題についての精神分析を媒介にした究明を試みる。

第五章では理論と実践について考察する。社会変革を襟務するなら、

人々の意識を根底から変える理論が必要になる。そとで問題になるのが

イデオロギーである。いまあるイデオロギーが未来への跳躍を組んでい

るからである。こうした事態を突き破っていくのが科学であり、認識は

つねに科学によって切り拓かれ、哲学はそれを促進する。しかしイデオ

ロギーののりとえは図難をきわめる。アルチュセーノレはその理由をつき

とめられず、それゆえイデオロギ）からの離脱の契機をつかめなかった。

したがって、とこでもまたアルチュセールに代わり、精神分析を媒介に

した解明を試みる。

第六章では、まさにアルチュセールのマルクス主義活動家としての fは

じまり j に遡り、その可能性を追求する。その「はじまり j は第二次大

戦中の捕虜時代にあり、大戦終結直後の収務所にはコミューン的なもの

が実現されていた。アノレチュセールはそとから共産主義に関する最初の

インスピレーションを得た。これ自体は何ら特異なことではなく、マル

クス＝エンゲルス以降、コミューン的なものつねに未来社会の参照軸と

なってきた。社会変革運動にはつねにコミューン的なものが内蔵され、

しかもそれは人々を惹きつける。なぜか。コミューン的なものは祝祭的

であり、祝祭がひとを魅惑するからである。では、なぜ祝祭は魅力的な

のか。これを解明するためにパタイユの思想を経由する。ことで注目す

べきは、近年世界各地で巻き起こる民衆闘争であり、そのどれもがコミ

ューン的なものを内包しながら展開されているのだ。この事態を契機に

し、コミューン的なものの現代的な可能性と社会変革の展望について、

ネグリ＝ハートの現状分析を踏まえながら考察していく。
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以上のように本稿の要となる議論は、アルチュセールがマルクス主義

の刷新を図るために行ったマルクスの理論とフロイトの理論との接合、

とりわけ社会思想の画期となったアノレチュセールのイデオロギー論を中

心に据えた精神分析的展開の再検討と深化である。その先には、アルチ

ュセーノレ自身が到達し得なかった可能性に満ちた大地が広がっているだ、

ろう。この未曽有の領野を切り拓くことに挑戦することが、本稿の目的

である。
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